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250mcal ・ sec- 1 ・ cm- 2 から開始し，被験者が痛みを感じるまで 20mcal ・ sec- 1 • cm- 2 ずつ増加させ，拳を握ることに
より痔痛を表現させた。続いて痛みを感じない点まで刺激強度を 10.0ずつ減少させた。次いでこの点から 5.0 の間隔
で刺激強度を上昇させた。この様に，単に熱として感じた点と痔痛点との間での上下法により，刺激強度差を減少させ
ながら合計 25回の刺激を行った。
聴覚刺激反応時間:被験者がマイクロコンビューター (NEC 9801 VX) からの発信音を聴取した時にキーを打つと音
が停止する。この発信音の持続時間を反応時間とした。先に述べた寒痛闘値測定の前後に各20回ずつ，合計40回の反
応時間を測定しその平均値を聴覚反応時間とした。





統計学的検定は Dunnett T test 及び Tukey Student 化範囲法を用いた。
【成績】
痔痛闇値:笑気 (44.2:!: 1 1.4mcal ・ sec- 1 ・ cm- Z) 及びメトキシフルレン(16.3 土 9.7mcal ・ sec- 1 ・ crn- 2 ) は酸素吸
入時に比し痔痛関値を上昇させた。他の吸入麻酔薬では痔痛関値の上昇は認められなかった。
聴覚反応時間:全ての吸入麻酔薬は，酸素吸入時 (0.87:! 3.4msec) に比し反応時聞を延長させた。特にエンフルレ
ン(1 98.7:!: 59.0msec) はメトキシフルレン (55.0::!: 5.9msec)，ハロセン (55.1 土 37.9msec) ，セボフルレン (4 1. 8
:! 5.3msec) 笑気 (38.2:!: 9.1rnsec) と比べても有意に延長させた。















吸入麻酔薬の作用強度は侵害刺激に対する反応(体動)の有無を指標とする ED50 (MAC : rninimal alveolar 
concentration) で評価されている。吸入麻酔薬は笑気，エーテル，クロロホルム等のように鎮痛作用を有すると認め
られているものがある一方，鎮痛作用は無いとされる麻酔薬もある。吸入麻酔薬による侵害刺激のブロックが体性感覚








以上，本論文は吸入麻酔薬の鎮痛作用と psychomotor response に及ぼす影響を明らかにしたもので，学位に値する
ものと認める。
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